
 

 
たくましく未来を切り拓く子どもの育成 合い言葉は「なりたい自分になる」 

                                  

  
 
 
 

 
 

特別活動を要とした学力向上推進研究について 

稲佐小学校は、令和４年度、５年度の２か年に渡り、長崎市教育

委員会「学力向上推進研究（特別活動）」の研究指定校となってい

ます。これは特別活動を要とした主体的・対話的で深い学びの研究

を通して、確かな学力の向上を図るととともに、本校の学校教育目

標であるたくましく未来を切り拓く子どもを育成していくもので

す。 

そこで、本校では昨年度から学級活動の話合い活動に焦点を当

て、学級活動で身につけた話合いの力が他教科でも活用されるよう

に特別活動と各教科の往還の学びについての研究を進めています。

その成果は１０月２７日に研究発表会を開催し、長崎市内の先生方

に見ていただくことになっています。現在、研究のさらなる進化を

目指して実践を続けていますが、今年度の方向性と課題についてご

指導をいただくために、長崎市教委中間指導が６月７日に行われま

した。今回は、全校を代表して６年１組が学級活動の研究授業を行

いました。ここでは、一人一人の個性を生かし、お互いのことをも

っと知ることができる集会について話合いが行われました。本時で

は、お互いの考えの良さを取り入れた話合いができるように、友達

の意見を否定するのではなく、「心配」という言葉を用いながら、

その心配事に条件をつけることでみんなが納得できる考えへ変え、

合意形成を図ることを目指しました。今まで自分たちで作り上げて

きた合意形成の仕方（右下の写真）を用いる姿がとても印象に残り

ました。また、役割分担を決める際にクロムブックを活用する新た

な取組も提案されました（真ん中の写真）。このように今子どもた

ちは試行錯誤しながらも自分たちの課題を自分たちの力で解決する

方法を学んでいます。 

学力向上のためには、互いに支え合い認め合える学級作りが必要

不可欠です。また、各学年の発達段階に応じた地道な話合い活動の

積み重ねが、やがて大きな力になっていくと考えます。今後もたく

ましく自分たちの未来を切り拓くことができる子どもたちの育成を

目指して実践を続けてまいります。 
 

今年度初めての縦割り遊びを行いました 

６月１３日（火）に今年度初めての縦割り遊びが行われました。

この活動は１年生から６年生までの異年齢の子どもたちが１０班に

分かれ、月に一度運動場や体育館（雨天時は各教室）で遊ぶもので

す。今回は６年生を中心に室内で遊べる内容を考え実践しました。

「はないちもんめ」や「ハンカチ落とし」など各班の計画にそって

みんなが楽しく遊ぶ姿に、稲佐小の良き伝統が引き継がれているこ

とを感じました。縦割り活動は、子どもたち同士の豊かなつながり

を作ることができる貴重な時間です。これからも６年生を中心に充

実を図っていきます。 
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※６月も後半に入り、これから厳しい暑さが続くことが予想されます。厚生労働省から「熱中症予防のた

めに」のリーフレットが届きましたので以下に掲載しています。みんなで熱中症を予防しましょう。 


